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イメージング質量分析 (Imaging Mass Spectrometry: IMS) 法は二次元平
面上でイオンを生成させ、それらの質量を分析することにより定性・定
量・分布を評価する手法であり、工業製品・食品・生体試料などの解析
に用いられている。様々な分子種が混在する生体組織を測定する際に
は、質量分析を行う場合と同様に測定対象分子の検出強度を上昇させ
る前処理の検討が重要となる。本セミナーではIMSの基礎と応用例を紹
介し、前処理の検討結果について報告する。
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